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鹿児島地域医療研修を終えて 2年次研修医 髙畑明日香
南の島なんて面白そうと不純な動機で鹿児島研修に申し込みましたが、研修を通
じて鹿児島の皆さんとのご縁ができ、有意義な研修となりました。研修した「出水
総合医療センター」と「種子島医療センター」はそれぞれ特徴的なプログラムがあ
り、出水は2か所の診療所、保健所、本院で働きながら様々な職種のコメディカル
(全部で8つの部署)にマンツーマンで指導を受けるプログラム、種子島は希望した
診療科をベースにしながら自分で全てスケジュールを作り在宅医療を中心に学ぶプログラムであ
りコミュニティーの中での医療の在り方について学ぶことができました。オフも充実しており、
スタッフや患者さん、ご近所さんに情報をもらって、出水の武家屋敷、鶴、曾木の滝、長島の花
畑、阿蘇山、玉泉洞、鹿児島市内、指宿、開聞岳、種子島でダイビング、サーフィン、カヤック、
JAXA、屋久島で登山、ウミガメ産卵見学など満喫しました。関係各位には大変お世話になりまし
た。ありがとうございました。

鹿児島での研修について 2年次研修医 武内勇樹
私が鹿児島大学との交換研修プログラムに参加した理由の１つに、1ヵ月南の島
で生活してみたいという素朴な思いもありました。実際に生活してみると南国の
綺麗で穏やかな自然だけでなく、そこに住み働く先生方の出会いも私にとって印象
的なものでした。指導してくださった先生の1人は鹿児島県内の複数の病院で勤務
しながら、月に1度北海道の病院でも勤務していました。また別の先生は海やマリ
ンスポーツが大好きで徳之島に来ていました。時に医学生や研修医は自分の将来に関し、今見え
ている範囲の選択肢に捕らわれて迷うことがあります。そんな時、遠く離れた地で出会った人々
の考え方が新たなヒントになるかも知れません。研修内容に関しての心配は無用であり、研修医
が中心となって治療計画を立て、上級医から実践的な指導を受けることができます。医学以外に
も多くのことを学ぶことのできる鹿児島での研修をぜひ活用してください。

鹿児島地域医療研修レポート ～南で育つ～



次号のお知らせ
新専門医制度最新情報 他
9月頃発行予定です。お楽しみに♪

ご意見・お問い合わせ
北海道大学病院臨床研修センター
〒060-8648札幌市北区北14条西5丁目
T E L ：011-706-7045
MAIL：sotsugo@med.hokudai.ac.jp

イベントカレンダー
●医学生 ●6年生・既卒生 ●研修医 ●後期研修医 ●指導医

夏の病院見学会・プログラム説明会 2017年8/9(火)～10(水)
詳細はホームページまたは次号をご覧ください。

レジナビFair in東京
に出展しました！

今年もレジナビに出展してきました。
今回も36名の医学生の方々が当院ブー
スにきて下さいました。意外に「たす
きがけ研修」のについてご存知ではな
い方が多く、あまり大学病院熱心にお
話を聞いていらっしゃいました。今回
も色々な情報をご提供できたのではな
いかと思います。次回は3月に参加する
予定となっておりますので、ぜひ当院
ブースにお越し下さい！！

新専門医制度「最新情報」

08月05日(土) ●平成30年度プログラム第1回採用試験
08月09～10日 ●●夏の病院見学会・プログラム説明会
08月12日(土) ●平成30年度プログラム第2回採用試験
08月25日(金) ●第2回新規採用者多職種合同研修
09月05日(火) ●第9回研修医セミナー
09月19日(火) ●第10回研修医セミナー
10月03日(火) ●第11回研修医セミナー
10月17日(火) ●第12回研修医セミナー
10月19日(木) ●マッチング結果発表
10月21日(土) ●第14回指導医のための教育ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(1)
10月28日(土) ●第14回指導医のための教育ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(2)
11月 7日(火) ●第13回研修医セミナー
11月20日(月) ●第14回研修医セミナー
11月25日(土) ●●第2回JMECC指導者講習会
11月26日(日) ●●●第8回JMECC

左から石森副センター長、塩田先生、吉田先生

昨年6月の厚労大臣談話を契機に、新専門医制度への移行時期がH30年4月に1年延期となり、そ
の後も混沌とした状況が続いておりましたが、ようやく先が見えてきた感じがします。
本年7月の日本専門医機構理事会で、下表のごとく来春までのスケジュールが示されました。当
初より4ヵ月遅れのスケジュールとなり、2年次研修医の皆さんにとりましては、プログラム選択
に時間的猶予が与えられた形ですが、
来年度研修する施設への出向調整を考
えますと、1次募集でしっかり年内に
専攻プログラムを決めておきたいとこ
ろです。
尚、1年次研修医の皆さんは、来年
プログラム選択が迫られますが、1次
募集が来年6～8月頃に行われても良い
様、早めにキャリアデザインを練って
おく必要があります。

臨床研修センター
石森直樹 副センター長


